
【専門基礎分野】 

 

科目名 
関係法規Ⅱ 

（看護の法と責任） 
講

師

名 

非常勤講師 

学 

 

年 

３ 

履

修

期 

第２学期 
単 位 1単位 

時間数 １５時間 

授業概要 

 

法の基本概念及び法的思考能力を修得する。 

 

授業科目目標 １．看護者として法的根拠をもった看護実践するための法的思考について学ぶことができる。 

授業計画 

 

１回：法とは何か 

    法の概念、国家論、民主主義、公法と私法、私的自治の原則 

 

２回：自己決定権 

    私事の自己決定、プライバシー権との異同、告知義務、夫婦別姓、 

ライフスタイル 

 

３回：人とは何か 

    人の法的概念、動物の権利、生命の始まり、人工授精と体外受精、 

堕胎と生まれる権利 

 

４回：人の死について 

    死の概念、死者の人格権、臓器移植の諸問題、安楽死と尊厳死、自殺は犯罪か 

 

５回：医療と法Ⅰ 

    刑事事件、業務上過失傷害・致死、刑事手続と刑事裁判 

 

６回：医療と法Ⅱ 

    民事事件、医療過誤訴訟について（契約と不法行為） 

 

７回：高齢者と法 

    高齢者問題とは、成年後見制度、社会福祉制度と法 

    

８回：終了試験 

 

 

 

 

評価方法 筆記試験 

テキスト 講師準備資料 

参考書 講義の中で紹介 

学生への 

メッセージ 

皆さんの資格や仕事は法によって規律されていますし、また、法令を遵守した上で質の  

高いサービスを提供することが求められます。法令をしっかり理解してください。 

【関連科目】関係法規Ⅰ、保健医療論、母性看護学概論、老年看護学概論 

 


